ゲノム再生医学講座再生医療学分野
教授候補者についてのアンケート


候補者	現職　　　　　　　　　　　　　　　

		氏名　　　　　　　　　　　　　　　



１．教育
１）学生(学部、大学院、学外非常勤講師)に対する講義や実習の経験（担当科目、担当内容、担当年数等）について記載してください。
　※行が足りない場合は適宜追加してください。

【大学教員】
	授業科目名
	学部・大学院
	担当
コマ数
	区分
	担当年数

	例）○○学
	○○大学医学部医学科
	3
	講義
	

	例）○○実習
	○○大学大学院○○研究科○○課程○○専攻
	5
	実習
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	




【学外非常勤講師】
	授業科目名
	学部・大学院
	担当
コマ数
	区分
	担当年数

	例）○○学
	○○大学医学部医学科
	3
	講義
	

	例）○○実習
	○○大学大学院○○研究科○○課程○○専攻
	5
	実習
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	




２）これまで実施してこられた教育（講義・実習）について、試みてこられた工夫とその成果、またはご自身のお考え等がありましたら、記載してください。


３）教室員や大学院学生（社会人も含む）への指導実績（指導テーマ、取得学位、指導人数）について記載してください。


４）研究マインドを持たない医師が増えており、将来の日本の医学・医療のレベル低下に結びつくことが危惧されています。医学教育の中で研究マインドを醸成する方策について、これまで試みてこられた工夫とその成果、またはご自身のお考え等がありましたら、記載してください。


５）大学院学生数の増加が研究の活性化に不可欠と考えています。基礎医学教室における大学院学生（特に博士後期課程）の確保について、これまで試みてこられた工夫とその成果、またはご自身のお考え等がありましたら、記載してください。


６）医学教育分野別評価基準日本版（世界医学教育連盟グローバルスタンダード2015年版準拠）に沿った教育プログラムの見直しが各大学で進んでいます。基礎医学分野として、今後どのように取り組んでいくべきか、考えを記載してください。


２．研究
１）ご自身の主な研究業績について、600字以内で分かりやすく記載してください。


２）ご自身の主な研究課題について、本学に着任した場合の継続性（または発展性）と、着任後に対象としたい研究課題等がありましたら、記載してください。


３）近年では、研究の成果が社会貢献につながることが期待されています（例：創薬研究）。それについて、これまでの実績、および今後の展望や方策などお考えがあれば記載してください。


４）研究論文の数・質を上げること、科学研究費補助金に代表される競争的研究資金を積極的に獲得することが求められています。これらに向けてのご自身の工夫やお考えがあれば、記載してください。


５）研究を進めるにあたり、学内の他の研究室（臨床医学、基礎医学、生命科学科、保健学科）と、どのような協力関係を築くべきか、お考えやご希望があれば記載してください。


６）提出いただいている研究業績目録の中で，Web of Scienceによる被引用回数の多い順に10編の原著論文とその被引用回数を以下に記載してください。（論文の記載様式は研究業績目録と同様で、筆者名、雑誌名なども記載してください。）

[bookmark: _GoBack]
３．管理・運営
１）大学の管理・運営に関する役員、委員等の経験について、組織名、役職名、年数を記載してください。現在の所属先以外の役職を記載いただいても構いません。
　※行が足りない場合は適宜追加してください。

	機関・部局
	役職名
	年数

	例）○○大学医学部
	例）医学部教育委員会委員
	2

	
	
	

	
	
	




２）本学医学部医学科ゲノム再生医学講座は、令和５年度から、再生医療学分野（現再生医療学分野と遺伝子医療学分野の統合）、ゲノム医療学分野（現分子医学分野の発展）に再編いたします。着任後の教室の運営方針について、ご自身のお考えを記載してください。



４．社会貢献（国内・国際地域社会）
社会貢献について、教授選考の参考となる事項等がありましたら、記載してください。（履歴書、研究業績目録、上記アンケートの記載内容との重複は避けてください。）



５．その他
その他教授選考の参考となる事項があればご記載ください。（履歴書、研究業績目録、上記アンケートの記載内容との重複は避けてください。）


